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研究成果概要 

  

 CTA は大中小 3 種類の口径の解像型大気チェレンコフ望遠鏡のアレイで 20GeV か

ら 100TeV 超の広範なエネルギー領域の観測をカバーする world-wide の次世代地上ガ

ンマ線天文台計画であり、CTA のモンテカルロシミュレーション（MC）WP では、シミ

ュレーションデータを用いた観測装置の性能評価、望遠鏡アレイの配置の最適化と感

度推定などを行っている。本研究課題では、宇宙線研究所の中央計算機システムを活

用した CTA-Japan MC WP メンバーによるシミュレーションスタディを包括的にサポー

トし、平成 26年度には下記のような課題に取り組んだ。 

 1. GRB の新しい観測モード(divergent/scan mode)の効率評価   

2. 大口径望遠鏡光学系の性能評価 (図 1) 

3. 大口径望遠鏡のトリガー条件のシミュレーション評価 

4. Direct Cherenkov 光を用いた宇宙線重元素スペクトル測定用解析手法の開発 

 (図 2) 

5. 小口径望遠鏡の配置の最適化を目的とした基礎スタディ 

 

1.の GRB 新観測モードについては 2014 年 9月の CTA General Meeting (Italy)におい

て発表を行い、 2-4 については[1]-[5]の通り物理･天文学会で発表を行った｡（学会で

の講演資料は原則 http://www.cta-observatory.jp/publications.html から閲覧可能

であり、個々の課題に対する成果についてはそちらを参照されたい)。 

 



  

 

 

また、2015 年 2 月に、CTA のシミュレーションコードの装置応答記述部分  

(sim_telarray)に特化した face to face の勉強会を開催した。講師は主に MC WP で実

際にシミュレーションスタディを行っている若手大学院生が務め、現状のハードウェ

ア応答記述の理解・改善のための議論を行った。 
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図 1: 大口径望遠鏡の結像位置の変化

と微分感度・有効面積（荻野） [1] 

図 2:鉄(z=26)による Direct Cherenkov

イベントの例(大石) [5] 
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